
無 料
（定員：120名） 

震災から3年、
住まいエンベロープ・デザインを
改めて考えるシンポジウム

　東日本大震災から3年が過ぎ、地域再生のためにも暮らしの再建と住ま
いの再建が急務となっています。形にみえる復興の段階で、改めて住ま
いの再建に求められる「良質さ」とは何か。自宅再建者の限りある費用負
担の中で、住まいの何に優先的に投入するべきか。
　これらの重要な命題に対して、震災復興住宅供給の最前線で活躍され
る方々から、今後の住まいの目指すべき方向、そして、住まいをかたち創
るエンベロープ・デザインのあり方について提言頂くことを目的として、
下記によりシンポジウムを開催致すこととなりました。

講 演 1

講 演 2

講 演 3

基調講演

閉会挨拶

シンポジウム代表挨拶13:20 ～ 13:25 
 坂 本　雄 三（独立行政法人建築研究所理事長）

13:25 ～ 13:45  「復興住宅における環境設計のあり方」
  講師：吉野　博（住まいと環境　東北フォーラム　理事長）

13:45 ～ 14:15  「住まいの省エネルギーと居住環境の質の両立を目指して
  －震災から改めて考える住まいの方向とは」
  講師：鈴木　大隆（北海道立総合研究機構　建築研究本部
  　　　                   北方建築総合研究所　環境科学部長）

14:15 ～ 14:45  「東北の復興と住宅のエネルギー対策」
  講師：三浦　秀一（東北芸術工科大学　准教授）

14:45 ～ 15:15  「行政から考える復興に向けての住宅のエンベロープ・デザイン」（仮題）
  講師：復興庁担当官

15:25 ～ 16:55  

 ～住まいの再建においてエンベロープ・デザインが果たす役割とは～
 コーディネーター：鈴木　大隆（前掲）
 パネラー：復興庁担当官
   三浦　秀一（前掲）
   日野　節夫（ヒノケン株式会社　代表取締役社長）
   佐々木　一彦（住田住宅産業株式会社　代表取締役社長）
   木原　幹夫 （旭硝子株式会社 ガラスカンパニー 日本・アジア事業本部 
                     ビルディング事業部　マーケティンググループ 主幹）

16：55 ～ 17:00  関　成孝　塩ビ工業・環境協会専務理事

パネルディスカッション

休憩（15：15～15：25）

平成25年10月10日（木）
13:20～17:00（開場13:00～）

フォレスト仙台
（第2フォレストホール）

日時

場所

協賛：板硝子協会、(一社)健康・省エネ住宅を推進する国民会議、(一社)住宅生産団体連合会、樹脂サッシ工業会、
  住まいと環境 東北フォーラム、断熱建材協議会、東京良質エコリフォームクラブ、(一社)日本建材・住宅設備産業協会、
  (一社)日本サッシ協会、(一社)日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）（50音順）
後援：国土交通省、経済産業省、復興庁、宮城県、(独)建築研究所、(独)住宅金融支援機構、(独)都市再生機構、(一社)日本建築学会、
  (公社)日本建築士会連合会
主催：塩ビ工業・環境協会

IN 仙台

(公社)日本建築士会連合会 CPD認定プログラム（4単位）申請中

参 加 費



タクシーご利用の場合 JR仙台駅より約10分
地下鉄ご利用の場合 北四番丁駅下車「北2出口」より徒歩約7分
JRご利用の場合 JR仙山線「北仙台駅」下車、徒歩約10分
バスご利用の場合 JR仙台駅周辺のバス停より北仙台方面行きに乗車し
 「堤通雨宮町」下車徒歩2分

9月30日（月）
※定員（120名）になり次第、締切らせて頂きますのでお早めにお申込下さい。
※折り返し受理書をE-mailまたはFAXにてご連絡致しますので、当日ご持参下さい。
※問合せ先　TEL：03-3297-5601（塩ビ工業・環境協会　高村／長縄／上田）
　下記によりFAX（03-3297-5783）にてお申込下さい。

会場のご案内

交通のご案内

参加申込締切り

参　加　申　込

FAX 03-3297-5783
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ご芳名

会社名

電話番号

E-mail

フリガナ

ご所属・お役職

FAX番号

CPD番号
（認定の必要な方のみ）

IN 仙台

北仙台駅

北四番丁駅

広瀬川
国道48号線

広瀬通

青葉通

●東北大学農学部

●県合同庁舎

●青葉消防署

●青葉区役所
●宮城県庁

青葉神社東北福祉大

●フォレスト仙台
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下
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JR東北新幹線 仙台駅
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